
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菊池北中学校 

学校だより 

No20 

文責 芹川博文 

９月２０日（金） 学校教育目標 「自ら考え なかまと磨き合う 北中」 

「温かくて 優しい社会に」  
たくさんの関わりを持ちながら 笑顔で暮らす 

少年の主張熊本県大会に菊池郡市代表で出場する松永 祐佳さん（２年）の作文を紹介します。 
 
 
 
 
 
 
  
 夜になると我が家からも TSMC と思われる明かりが見えます。「国家プロジェクト」とも言
われる大きな変化。その影響は、ここ菊池でも感じられます。その変化をどのように受け止め、
考えていくかで、その行動や受け入れ態勢は大きく変わるのではないでしょうか。 
松永さんは続けます。「生活習慣や食文化、言語など、国が違えば文化も全く異なってきます。

だからこそ、その違いがおもしろいのではないでしょうか」と。そして、「最後に、一番大切な
事は、互いの文化を尊重し、認め合うことです。日本人も外国人もたくさんの関わりを持ちなが
ら、笑顔で暮らしていける、そんな、温かくて優しい社会になってほしいと思います」と。 
松永さんの訴えは、昨今の世界情勢や、SNS等の誹謗中傷による「分断」の社会に一石を投

じるものだと感じました。そして、「私たちは微力だけど、無力じゃない」という言葉（長崎の
高校生による核廃絶の訴えの言葉）にも通じるものだと思いました。 

 

“ヒトカマ”の時代到来⁉  人と人とが ふれあう大切さ  

 「カニよりもカニカマほうが好き」― 下の新聞記事を読んで、考えさせられました。   
「『人よりもヒトカマのほうが面倒でない』という時代が来ている」という内容だったからです。
自分にとっての「快適さ」を追求していく時代の流れ。その延長線上には、「学校とは何か」と
いう問いも突きつけられていると感じます。学校に来て、人と触れ合い、学び、遊び、笑い、時
に悩みながら過ごす学校生活。オンライン授業との違いは何か、快適さ、便利さの追求だけでは
ないものは何かを考えさせられます。 
 そのヒントを、先日の「第２回読み聞か 
せ」を通して感じました。どの教室にも流 
れる、温かく優しい空気。ゆっくりと噛み 
しめながら語られる物語と語り手の方の思 
い。 
「今回はどの本を紹介しようか」と選書され、朝から中学生に話をしていただく読み聞かせボ

ランティアの方々。人と人がふれあう大切さ、同じ空間に「いる」ことの大切さを感じました。 
生徒たちが「楽しい」「がんばった」と、共に感じ合える瞬間を増やしたいと思います。 

（前略）先日、あるニュースが目に留まりました。熊本県では、外国人労働者が２万人を超え、過
去最高となり、１０年前より２倍以上に増加したそうです。菊陽町にＴＳＭＣの半導体工場ができ
たことで、台湾出身者が前年の５倍あまりにまで急増し、今後もさらに増えていくことが予想され
るそうです。そのため、町全体でも文化の異なる土地で快適に暮らしてもらおうと、様々な取り組
みをされているとのことです。私はこのニュースを見て、外国人との交流が、これからもっと身近
になっていくのだろうと思いました。（後略） 


